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従
来
の
京
大
天
皇
事
件
の
研
究
で
は
、

こ
の
事
件
に
対
す
る
日
本
共
産
党
の
役
割
と

し
て
、
京
大
細
胞
を
指
導
し
て
い
た
榎
並
公

雄（
経
済
）が
、理
学
部
の
学
生
中
岡
哲
郎
に
、

同
学
会
の
「
公
開
質
問
状
」
を
依
頼
し
た
こ

と
が
有
名
で
す
（
拙
稿
「「
京
大
天
皇
事
件
」

か
ら
技
術
史
家
へ
―
中
岡
哲
郎
に
聞
く
―
」

『
ア
リ
ー
ナ
』
第
一
一
号
、
二
○
一
一
年
）。

最
近
中
岡
は
、小
学
館
の
『
一
冊
の
本
』（
二

○
一
五
年
）
に
、「
技
術
史
家
が
見
た
戦
後

七
○
年
」
と
い
う
記
事
を
連
載
し
て
お
り
、

そ
の
第
六
回
に「
原
爆
展
か
ら
天
皇
事
件
へ
」

を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
榎
並
を
中
岡
に

紹
介
し
た
の
は
、
経
済
学
部
の
学
生
で
友
人

の
森
田
桐
郎
で
あ
る
こ
と
、
昭
和
天
皇
の
京

大
行
幸
の
日
は
、
榎
並
に
言
わ
れ
て
登
校
せ

ず
、
後
に
結
婚
す
る
浅
沼
百
合
の
実
家
に
隠

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
事
件
後
も
終
始
自
分
を
か
ば
っ
て
く
れ

た
、
同
学
会
委
員
長
の
青
木
宏
と
榎
並
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
、宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の「
総

務
課　

昭
和
二
十
六
年　

幸
啓
録  

十
三
ノ

二
」
の
な
か
の
「
近
畿
行
幸
に
際
し
て
の
京

都
大
学
事
件
」
と
い
う
文
書
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
国
家
地
方
警
察
本
部
警
備
部

警
ら
交
通
課
が
宮
内
庁
に
出
し
た
文
書
で

す
。

　

こ
れ
に
は
、

　

一
、
は
し
が
き
、

　

二
、
事
前
の
状
況
、

　
（
一
）（
共
）
系
京
大
生
を
中
心
と
す
る
事

前
の
状
況
、
１
日
共
府
委
（
府
委
員
会
）
の

指
令
、
２
京
都
大
学
の
天
皇
行
幸
を
め
ぐ
る

動
き
、
３
京
都
国
際
青
年
大
会
を
め
ぐ
る
動

き
、
４
警
察
官
学
内
立
入
に
対
す
る
ア
ジ
プ

ロ
（
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
―

引
用
者
）
活
動
、
５
米
人
宣
教
師
乗
用
自
動

車
毀
損
事
件
、
６
水
谷
長
三
郎
居
宅
損
壊
事

件
、
７
行
幸
当
日
午
前
中
に
お
け
る
京
大

同
学
会
を
中
心
と
す
る
左
派
学
生
の
動
き
、

（
二
）
警
備
計
画
、
１
市
警
の
警
備
方
針
、

２
当
日
の
市
警
の
警
備
配
置
、

　

三
、
当
日
の
状
況
、

　

四
、
事
後
の
状
況
、

　
（
一
）
事
後
に
お
け
る
学
生
の
動
向
、
１

行
幸
当
日
の
動
き
、２
そ
の
后
の
動
き
、（
二
）

学
校
当
局
の
措
置
、（
三
）市
警
の
事
後
措
置
、

　

五
、
本
事
件
に
対
す
る
反
省
、

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
同
資
料
は
、
天
皇
事
件
（
当
時

は
「
京
大
事
件
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
は
、

共
産
党
の
計
画
的
な
犯
罪
だ
っ
た
と
い
う
バ

イ
ア
ス
（
偏
見
）
で
書
か
れ
て
い
て
、
公
平

な
調
査
と
は
言
え
な
い
も
の
で
す
。
学
生
や

組
合
の
立
場
か
ら
見
た
事
件
の
概
要
は
、
以

前
本
誌
二
○
八
号
で
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
今
ま
で
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

  「
は
し
が
き
」
で
は
、
一
九
五
一
年
「
十
一

月
十
二
日　

天
皇
陛
下
が
京
都
大
学
に
御
成

り
の
際
一
部
（
共
）
京
大
生
を
中
心
と
す
る

学
生
達
の
陛
下
に
対
す
る
常
軌
を
逸
し
た
行

動
が
混
乱
を
招
き
、
数
百
名
の
警
察
官
が
学

内
に
出
動
」
し
た
と
、
事
件
が
共
産
党
系
学

生
の
仕
業
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
極

悪
事
犯
」
は
、「
御
巡
幸
を
機
と
し
て
日
共

と
密
接
な
関
連
に
立
ち
つ
ゝ
学
校
当
局
及
び

市
警
当
局
を
窮
地
に
陥
れ
、
か
つ
、
反
帝
ア

ジ
プ
ロ
活
動
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
左
派
学

生
の
反
権
力
闘
争
に
つ
い
て
訓
練
の
場
と
し

て
利
用
す
る
た
め
企
図
さ
れ
た
計
画
的
事
件

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

最
初
か
ら
「
計
画
的
事
件
」
に
し
た
か
っ
た

報
告
書
と
も
言
え
ま
す
。

    

事
前
の
状
況
と
天
皇
制
批
判

  

報
告
書
に
よ
る
と
、「
十
月
十
九
日
、
日

共
府
委
オ
ル
グ
竹
村
寛
は
左
記
要
旨
の
指
令

を
下
部
細
胞
キ
ャ
ッ
プ
に
流
し
」
た
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
と
は
―
―

　
（
イ
）
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
電
柱
殊
に
天

皇
の
見
え
る
場
所
特
に
島
津
製
作
所
を
中

心
と
す
る
地
域
一
帯
に
は
徹
底
的
に
貼
付
、

壁
新
聞
細
新
で
は　

　
マ
マ
　
　

「
天
皇
を
戦
犯
と
し
て

徹
底
的
に
叩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

民
統
（
全
京
都
民
主
戦
線
統
一
会
議
―

引
用
者
）
議
員
は
府
、市
会
に
お
い
て
「
天

皇
が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
以
外
の
負

担
が
我
々
に
加
わ
る
。
そ
ん
な
費
用
が
あ

れ
ば
教
育
費
に
廻
せ
。」
と
闘
う
か
ら
、
下

部
組
織
市
民
団
体
も
併
せ
て
大
衆
に
ア
ピ

ー
ル
せ
よ
。

　
（
ロ
）
京
都
滞
在
中
は
メ
ガ
ホ
ン
隊
を
動

員
で
き
る
位
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
。

   

そ
し
て
「
本
指
令
の
実
践
過
程
に
水
谷
氏

宅
暴
行
事
件
、米
宣
教
師
乗
用
車
毀
損
事
件
、

壁
新
聞
撤
去
事
件
が
惹
起
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
京
都
大
学
の
な
か
で
の
「
文
化

祭
開
催
を
め
ぐ
る
ア
ジ
プ
ロ
活
動
」
と
し
て

―
―

　

十
月
下
旬
、京
大
同
学
会
（
註
）
で
は
、

京
大
行
幸
の
十
二
日
を
中
心
と
し
て
八
日

頃
か
ら
二
旬
に
亘
る
文
化
祭
を
計
画
し
、

学
校
当
局
に
申
入
れ
を
し
た
が
、
学
校
当

京
大
天
皇
事
件
前
後
の
学
生
運
動

京
大
天
皇
事
件
前
後
の
学
生
運
動

今
西

　一
（

　
　
　
　
　
　）

大
阪
大
学
招
へ
い
教
授
・

小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授

下

５

四
、
京
大
天
皇
事
件

　

　
宮
内
庁
所
蔵
の
国
家
警
察
資
料
か
ら
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局
は
例
年
通
り
、
十
一
月
一
日
か
ら
四
日

ま
で
を
文
化
祭
に
指
定
し
休
校
す
る
が
、

そ
れ
以
外
の
文
化
祭
は
認
め
な
い
旨
の
告

示
を
な
し
、
同
学
会
の
申
入
れ
を
拒
絶
し

た
。

　

京
大
で
は
、一
一
月
祭
（
文
化
祭
）
を
、

天
皇
行
幸
の
一
二
日
を
は
さ
む
八
日
か
ら

と
す
る
同
学
会
と
、
行
幸
前
の
一
日
か
ら

四
日
間
と
す
る
大
学
当
局
と
の
間
で
も
め

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
文
化
祭
と
天
皇
行

幸
を
ぶ
つ
け
て
、
原
爆
展
を
天
皇
に
見
せ

よ
う
と
い
う
同
学
会
と
、
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
大
学
当
局
と
の
対
立
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
同
学
会
或
い

は
京
大
細
胞
」
は
―
「
天
皇
来
学
を
理
由

と
す
る
警
官
学
内
侵
入
反
対
!!‌

」「
天
皇

来
学
を
理
由
と
す
る
文
化
祭
禁
止
反
対

!!
」
等
の
ビ
ラ
、
壁
新
聞
を
各
所
に
バ
ラ

撒
き
、
あ
く
ま
で
文
化
祭
の
強
行
を
企
図

し
た
。

　
「
然
し
な
が
ら
学
校
当
局
の
強
行
態
度
で

一
日
か
ら
四
日
ま
で
告
示
通
り
休
校
と
な

〝
精
神
の
支
柱
〟
だ
と

あ
な
た
が
本
当
の
神
様
に

神
様
ら
し
い
人
間
に
な
り
た
い
の
な
ら　

　

そ
の
ダ
ニ
を　

一
匹
一
匹
つ
ぶ
す
の
だ

だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
ふ
た
た
び
は

生
き
ゆ
く
こ
と
の
喜
び
と

赤
い
血
潮
の
高
鳴
り
を

も
う
勝
手
に
は
消
さ
せ
な
い

立
上
る　

立
上
る
民
衆
の　

自
由　

平
和

独
立
の

歴
史
の
姿
に
こ
だ
ま
す
る　

あ
の
た
く
ま

　

し
い
歌
声
を

人
間
な
ら
ば
聞
く
が
よ
い

神
の
子
な
ら
ば
な
お
の
こ
と

一
緒
に
な
っ
て
歌
う
の
だ

　

下
段
に
「
一
九
五
一
年
十
月
十
六
日　

京

大
反
戦
平
和
詩
グ
ル
ー
プ
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
文
章
が
続

き
ま
す
。

　
「
怖
れ
多
く
も
皇
后
陛
下
に
は
（
警
察

―
引
用
者
）
予
備
隊
の
服
を
お
縫
い
に

な
っ
て
い
る
程
だ
。
皆
さ
ん
も
熱
心
に
働

か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
鐘
紡
で
は
女
工
さ
ん

に
訓
示
し
て
労
働
強
化
を
強
い
て
い
る
。

十
一
月
の
天
皇
来
洛
に
際
し
て
も
国
鉄
労

働
者
は
敬
礼
の
準
備
を
し
て
い
る
。
十
二

日
天
皇
が
京
大
へ
来
る
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
東
一
条
か
ら
正
門
ま
で
通
路
が
修
理

さ
れ
時
計
台
の
本
部
の
壁
の
ぬ
り
替
へ
が

始
ま
っ
た
。
又
大
学
は
「
十
一
月
三
日
」

り
、
文
化
祭
を
行
わ
な
い
文
化
祭
と
い
う
奇

妙
な
現
象
が
生
じ
、
結
局
は
文
化
祭
と
名
を

冠
し
な
い
国
立
の
天
覧
会
、
音
楽
会
の
行
事

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
学
内
掲
示
板

に
は
「
天
皇
の
京
大
来
学
の
背
景
」
と
の
見

出
し
で
、
天
野
文
相
の
「
天
皇
は
道
徳
の
中

心
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
京
大
行

幸
に
対
す
る
批
判
文
を
貼
付
し
、
一
方
反
戦

平
和
詩
グ
ル
ー
プ
で
は
「
ホ
ー
ラ
ご
ら
ん
」

と
い
う
天
皇
を
風
刺
し
た
ビ
ラ
を
撒
く
な
ど

十
月
下
旬
以
来
天
皇
の
行
幸
に
関
す
る
ビ
ラ

が
撒
か
れ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。「
ほ
ら
ご

ら
ん
」
と
い
う
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す

（
但
し
以
下
の
引
用
は
写
し
で
す
）。

あ
れ
が　

雲
の
上
か
ら　

降
り
て
き
て

神
様
だ
と
名
の
っ
た
も
の
の　

あ
と
つ
ぎ

だ神
話
と
童
話
は
要
る
け
れ
ど

夾
竹
桃
の
花
々
に
歌
っ
て
踊
る
小
鳥
と
小

人親
指
姫
と
一
寸
法
師
の　

流
れ
る
小
川
は

い
る
け
れ
ど

可
愛
い
小
さ
な
矢
を
も
っ
て　

恋
の
弓
射

る
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

真
赤
な
頬
は
い
る
け
れ
ど

何
千
年
の
昔
か
ら　

何
万
人
の
人
民
の

血
と
汗
と
油
を
沼
に
流
し
こ
み

勝
手
に
殺
し
て
知
ら
ぬ
顔　

そ
ん
な
神
に

用
が
な
い

そ
れ
に
へ
つ
ら
う
ダ
ニ
の
群　

汚
れ
た
神

の
ダ
ニ
は
い
う

そ
れ
が
〝
人
間
の
子
だ
っ
た
〟
そ
れ
が

は
「
文
化
の
日
」
だ
か
ら
一
日
か
ら
四
日

の
間
に
文
化
祭
を
や
れ
と
強
要
し
、「
尺
八
」

以
外
は
出
来
な
い
文
化
祭
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
同
学
会
の
主
張
し
て
い

る
十
一
月
か
ら
の
文
化
祭
に
丁
度
天
皇
が

来
る
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
に
天
皇
制
は
労

働
者
の
労
働
強
化
、
学
生
へ
の
運
動
へ
の

干
渉
と
し
て
現
れ
て
い
る
が
、
更
に
危
険

な
の
は
「
天
皇
の
護
衛
」
と
称
し
て
警
官

が
自
由
に
大
学
内
に
出
入
し
、
又
民
主

（
衆
）
暴
動
の
弾
圧
を
行
い
、
こ
れ
を
契
機

と
し
て
学
内
へ
の
警
官
の
出
入
を
公
然
化

し
、
民
主
団
体
の
弾
圧
を
公
然
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。天
野
文
相
の「
天
皇
中
心
」

の
国
民
道
徳
を
唱
え
る
も
の
も
す
べ
て
こ

れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
太
平

洋
戦
前
の
天
皇
制
復
活
で
あ
る
。
こ
れ
は

帝
国
主
義
者
が
議
会
中
心
主
義
の
政
府
で

も
日
本
を
支
配
で
き
な
く
な
り
、
フ
ア
ツ

シ
ヨ
的
な
太
平
洋
戦
前
の
制
度
を
復
活
し

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
だ
。

☆
天
皇
護
衛
を
理
由
と
す
る
警
官
の
学
内

　

侵
入
反
対

☆
天
皇
来
学
を
理
由
と
す
る
文
化
祭
弾
圧

　

反
対

☆
天
皇
中
心
の
天
野
道
徳
綱
領
反
対

☆
再
び
ア
ジ
ア
を
敵
と
す
る
天
皇
制
軍
隊

　

官
僚
警
察
の
再
現
を
赦
す
な

　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
京
大
細
胞

　

か
な
り
強
烈
な
天
皇
制
批
判
で
す
が
、
基

調
は
戦
前
の
天
皇
制
復
活
に
反
対
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
「
報
告
書
」
の
な
か
で
は
、「
同

学
会
」
に
は
（
註
）
が
打
た
れ
て
い
ま
し
た

６

京大吉田分校正門前に立てられた大プラカード
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が
、
そ
の
簡
単
な
略
史
と
五
○
年
一
○
月
レ

ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
闘
争
、
一
一
月
の
「
前

進
座
事
件
」、
更
に
「
円
山
事
件
」
と
続
き

ま
す
が
、「
そ
の
後
指
導
部
は
日
本
共
産
党

主
流
派
と
国
際
派
に
分
裂
、
主
流
派
が
押
え

て
い
た
が
、
今
年
の
夏
に
入
っ
て
両
者
が
合

流
し
て
い
る
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

京
都
国
際
青
年
大
会
を
め
ぐ
る
動
き

　

一
一
月
に
入
る
と
同
学
会
と
京
大
細
胞
は

―
―
「
天
皇
が
来
て
も
文
化
祭
を
開
か
せ
ろ

!!
」「
天
皇
歓
迎
に
使
う
金
を
文
化
祭
に
廻

せ
!!
」
と
い
う
文
化
祭
に
関
す
る
ビ
ラ
を
配

っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
一
月
七
日
の
京
都
国

際
青
年
大
会
に
対
す
る
協
賛
の
ビ
ラ
も
撒
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
七
日
当
日
は
、
京
大

西
部
構
内
を
、
午
後
三
時
半
頃
出
発
し
た
京

大
生
約
二
〇
〇
名
が
ー

「
税
金
を
天
皇
の
旅
行
に
使
う
な
、
子
供

達
の
教
育
費
に
廻
せ
!!
」

「
青
年
を
肉
弾
に
使
う
（
講
和
・
安
保
）

二
条
約
反
対
!!
」

「
天
皇
制
復
活
を
平
和
勢
力
で
ぶ
っ
と
ば

せ
!!
」

「
反
戦
の
闘
士
大
山
郁
夫
を
迎
え
、
デ
モ

で
円
山
え
!!
」

「
聴
け
わ
だ
つ
み
の
声
を
再
び
繰
り
返
す

な
!!
」

等
々
の
ビ
ラ
を
道
々
で
人
に
渡
し
、
反
戦
平

和
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
立
命
館
大
学

に
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
立
命
館
の
学
生
約

一
〇
〇
名
、
同
志
社
大
学
の
学
生
約
一
〇
〇

名
、
鴨
沂
高
校
の
生
徒
四
、五
〇
名
と
合
流
、

途
中
デ
モ
コ
ー
ス
を
違
反
し
て
、
米
人
女
宣

教
師
に
対
す
る「
不
法
行
為
」を
行
い
ま
す
。

午
後
五
時
半
頃
、
大
会
々
場
た
る
労
働
会

館
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
午
後
六
時
半
頃

に
そ
こ
を
出
発
し
て
、
円
山
公
園
音
楽
堂

並
び
に
華
頂
会
館
に
お
い
て
開
催
中
の
解

放
運
動
物
故
者
慰
霊
斎
場
に
デ
モ
で
も
っ

て
参
加
し
ま
す
。
そ
の
途
中
に
学
生
の
一
団

四
、五
〇
〇
名
は
、
度
々
デ
モ
コ
ー
ス
を
変

更
し
、
社
会
党
代
議
士
水
谷
長
三
郎
私
宅

を
デ
モ
コ
ー
ス
に
加
え
、「
暴
行
行
為
」
を

働
く
な
ど
、「
当
日
の
学
生
の
行
動
は
、
極

端
に
常
軌
を
逸
す
る
に
至
っ
た
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
米
人
宣
教
師
乗
用
自
動
車

毀
損
事
件
」
と
は
、
デ
モ
隊
が
―
―

　

午
后
四
時
五
十
分
頃
当
日
の
会
場
た
る

労
働
会
館
に
赴
く
途
中
、
市
役
所
前
に
さ

し
か
ゝ
っ
た
。
丁
度
そ
の
時
米
人
宣
教
師

の
乗
用
車
と
該
場
所
で
バ
ッ
タ
リ
出
逢
っ

た
。
自
動
車
は
こ
の
デ
モ
隊
を
避
け
て
道

の
片
側
停
車
し
た
と
こ
ろ
、〝
ワ
ッ
シ
ョ
、

ワ
ッ
シ
ョ
〟
と
も
み
出
し
た
学
生
デ
モ
隊

中
の
一
部
の
何
者
か
ゞ
こ
の
停
車
し
て
い

た
自
動
車
の
フ
ェ
ン
ダ
ー
（
泥
よ
け
―
引

用
者
）
を
足
で
再
三
け
っ
て
こ
れ
を
毀
損

せ
し
め
た
。

　

当
時
の
学
生
の
反
米
意
識
の
一
端
が
う
か

が
わ
れ
る
事
件
で
す
。

　

ま
た
「
水
谷
長
三
郎
居
宅
襲
撃
事
件
」

と
は
―
―

　

十
一
月
七
日
午
后
五
時
よ
り
同
七
時
ま

で
、
京
都
市
下
京
区
寺
町
通
り
四
条
下

る
「
労
働
会
館
」
に
於
て
開
催
の
京
都
市

交
通
労
働
組
合
常
任
執
行
委
員
同
組
合
青

婦
対
策
部
長　

平
岡
定
男　

当
二
十
八
年

の
主
催
す
る
京
都
市
国
際
青
年
デ
ー
大
会

に
出
席
し
た
京
大
生
武
田
正
博
及
び
小
幡マ

マ

哲
夫
（
雄
）
の
両
名
は
同
大
会
に
お
い
て
、

武
田
が
議
長
団
の
一
員
と
な
り
、
小
幡
（
マ

マ
）
は
学
生
団
（
京
大
、
立
命
、
同
志
社

そ
の
他
）
を
代
表
し
て
「
平
和
、
安
保
両

条
約
反
対
」「
吉
田
内
閣
打
倒
」「
学
問
思

想
の
自
由
」
等
の
議
案
を
提
出
し
、
そ
の

説
明
の
際
小
幡
が
、「
水
谷
長
三
郎
は
単
独

講
和
に
賛
成
、
安
全
保
障
協
定
に
反
対
し

た
男
で
、
か
つ
て
治
安
維
持
法
の
出
た
と

き
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
山
宣
（
山
本
宣
治
）

を
孤
立
せ
し
め
た
男
で
あ
り
、
勤
労
者
の

味
方
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
憎
む
べ

き
裏
切
者
で
あ
る
。」

と
痛
烈
に
批
判
し
て
大
衆
を
扇
動
し
、
次

に
両
名
は
平
岡
定
男
か
ら
申
請
し
許
可
と

な
っ
た
コ
ー
ス
、
即
ち
労
働
会
館
よ
り
寺

町
を
三
条
通
え
三
条
通
を
大
和
大
路
通
り

に
、
同
通
を
四
条
に
、
四
条
を
円
山
公
園

音
楽
堂
に
至
る
集
団
示
威
行
進
に
、
学
生

団
体
約
五
百
名
の
自
治
的
整
理
員
と
と
し

て
の
責
に
当
り
、
概
ね
そ
の
団
体
の
先
頭

に
立
ち
午
后
六
時
四
十
分
頃
同
所
を
出

発
、
申
請
道
路
を
経
て
同
七
時
頃
、
大
和

大
路
通
り
四
条
上
る
附
近
に
於
て
、「
水
長

を
倒
せ
、
水
長
を
倒
せ
」
と
扇
動
し
、
小

幡
は
同
デ
モ
の
責
任
者
で
あ
る
平
岡
に
対

し
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
駆
足
を
し
て
行
進
す

る
こ
と
を
要
求
、
そ
の
大
衆
の
気
勢
を
利

用
し
て
、
一
気
に
許
可
順
路
を
無
視
し
、

四
条
通
を
横
断
、
大
和
大
路
を
南
下
し
、

団
栗
通
を
西
進
川
端
通
り
を
北
行
し
、
そ

の
通
の
京
都
市
東
山
区
川
端
通
り
四
条
下

る
宮
川
筋
一
丁
目
二
二
三
水
谷
長
三
郎
居

宅
近
く
に
お
い
て
「
水
長
を
倒
せ
、
水
長

を
倒
せ
」
と
大
衆
を
か
り
立
て
て
、
そ
の

結
果
、
午
后
七
時
三
十
分
頃
、
同
水
長
宅

に
団
体
並
び
に
大
衆
の
威
力
を
も
っ
て
、

そ
の
デ
モ
隊
員
の
一
部
を
し
て
、
プ
ラ
カ

ー
ド
、
旗
竿
及
び
投
石
に
よ
っ
て
、
表
入

口
の
硝
子
戸
（
中
略
、
な
ど
）、
合
計
約

二
千
九
百
五
十
円
の
損
害
を
与
え
た
事
犯

が
惹
起
し
、
小
幡
は
十
一
月
七
日
、
暴
力

行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
違
反
被
疑
者

と
し
て
京
都
地
裁
発
布
に
よ
る
逮
捕
状
に

よ
り
逮
捕
さ
れ
、
武
田
は
逃
亡
中
で
未
逮

捕
で
あ
る
。（
十
一
月
二
十
一
日
現
在
）

  

小
畑
の
逮
捕
は
、
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
（
で

っ
ち
上
げ
）
で
あ
り
、水
谷
宅
襲
撃
事
件
は
、

地
下
の
軍
事
組
織
「
Ｙ
」
の
行
っ
た
も
の
だ
、

と
小
畑
自
身
も
語
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
細

胞
会
議
の
発
言
で
も
、
小
畑
は
極
「
左
」
的

な
軍
事
方
針
に
は
反
対
し
て
い
た
と
い
う
証

言
も
あ
り
ま
す
。
小
畑
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
京
大
天
皇
事
件
前
後
―
小
畑
哲
雄
氏
に

聞
く
―
」（
小
樽
商
科
大
学
『
人
文
研
究
』

一
二
○
号
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

天
皇
事
件
の
当
日

　

ま
ず
「
京
大
同
学
会
は
、
前
夜
来
特
異
の

動
き
を
示
さ
ず
、
僅
か
に
四
、五
名
（
の
）

学
生
が
事
務
所
に
お
い
て
ア
ジ
ビ
ラ
の
印
刷

に
専
念
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
午

前
八
時
過
よ
り
主
導
的
分
子
が
参
集
す
る
に

及
ん
で
、
漸
く
そ
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、

午
前
九
時
過
頃
よ
り
四
、五
名
の
尖
鋭
分
子

が
学
内
及
び
学
校
附
近
の
街
頭
に
進
出
し

７
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て
、天
皇
に
対
す
る「
公
開
質
問
状
」及
び「
京

大
学
長
に
対
す
る
申
入
書
」
を
学
生
等
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
一
○
時
三
○
分
頃
よ
り
、「
京
大
同

学
会
中
央
委
員
玉
井
仁
、同
村（
秋
）元
恒
生
、

京
大
細
胞
玉
垣
長
興
、同
豊
田
善
次
」
他
二
、

三
名
が
、
学
生
代
表
の
名
義
で
、
学
長
室
に

お
い
て
服
部
峻
治
郎
学
長
と
面
会
し
、「
公

開
質
問
を
行
う
た
め
、
天
皇
と
学
生
が
面
会

し
得
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
長
の

御
尽
力
を
要
望
す
る
」
旨
、
強
行
に
申
し
入

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
学
長
か
ら
は
、
全
然

相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
学
生
代
表
た

ち
は
益
々
尖
鋭
化
し
ま
し
た
が
、
角
南
正
志

学
生
課
長
の
慰
撫
に
よ
っ
て
会
談
は
も
の
別

れ
と
な
り
、
午
前
一
一
時
に
学
生
代
表
は
引

き
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
同
学
会
は
、
同
学

会
前
の
掲
示
板
に
「
原
爆
ス
チ
ー
ル
写
真
」

を
若
干
枚
数
掲
示
し
、
一
○
日
に
逮
捕
さ
れ

た
同
学
会
中
央
委
員
小
畑
哲
雄
の
救
援
カ
ン

パ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
一
一
時
三
〇
分
頃
に
は
、「
京
大
同

学
会
左
派
学
生
が
行
幸
御
進
筋
で
あ
る
京
大

吉
田
分
校
前
に
」、「
天
皇
制
反
対
」、「
小
幡

（
畑
）
哲
雄
の
検
挙
反
対
」「
原
爆
展
を
公
開

せ
よ
」「
大
山
郁
夫
を
迎
え
よ
」
と
大
書
し

た
プ
ラ
カ
ー
ド
四
本
を
掲
示
し
た
の
で
、
大

学
当
局
は
急
遽
撤
回
を
命
じ
た
が
応
じ
な
い

の
で
、
守
衛
な
ど
を
使
っ
て
撤
去
し
て
い
ま

す
。
午
前
一
一
時
五
〇
分
頃
、
玉
井
ら
数
名

が
、
角
南
学
生
課
長
に
抗
議
し
ま
す
が
、
要

領
を
得
な
い
の
で
、
一
二
時
三
〇
分
頃
か
ら

学
長
に
抗
議
を
申
し
入
れ
ま
す
が
、
結
論
を

得
な
い
ま
ま
、
天
皇
の
来
学
に
な
り
ま
す
。

天
皇
の
来
学
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
正
門
よ
り
表
玄
関
迄
に
千
五
百

名
の
学
校
職
員
学
生
が
御
通
路
に
沿
っ
て

奉
迎
の
た
め
整
列
し
て
い
た
が
、
御
料
車

の
到
着
を
間
近
に
迫
っ
た
。
午
后
一
時
十

分
頃
吉
田
分
校
（
旧
三
高
）
よ
り
、
京
大

生
約
五
十
名
が
駆
足
で
京
大
正
門
内
に
入

り
京
大
（
共
）
細
胞　

米
田
豊
昭
の
指
導

に
よ
り
、
奉
迎
者
の
最
前
列
を
占
め
よ
う

と
し
た
た
め
、
奉
迎
線
が
乱
れ
た
の
で
、

京
大
職
員
及
び
守
衛
等
が
こ
れ
を
制
止

し
、
現
場
が
混
乱
し
て
御
料
車
の
御
通
行

を
妨
害
す
る
虞
が
あ
っ
た
の
で
、
所
轄
川

端
署
員
が
整
頓
に
当
り
、
幸
に
し
て
御
料

車
到
着
時
の
御
通
行
に
は
支
障
な
く
、
陛

下
に
は
午
后
一
時
十
八
分
京
大
本
館
表
玄

関
に
御
到
着
遊
さ
れ
た
。

　

天
皇
陛
下
が
服
部
学
長
の
御
先
導
に
よ

り
、本
館
第
一
会
議
室
に
御
成
り
の
直
後
、

表
玄
関
左
右
両
側
に
奉
迎
を
装
い
待
機
し

て
い
た
、
京
大
（
共
）
細
胞
員
を
中
心
と

す
る
尖
鋭
学
生
約
七
十
名
位
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
、御
料
車
及
び
前
駆
車
を
取
囲
み
、

口
々
に
「
天
皇
に
面
会
さ
せ
よ
」
を
叫
び
、

京
大
職
員
、守
衛
等
の
制
止
に
も
応
ぜ
ず
、

遂
に
彼
等
は
「
平
和
の
護
り
」
を
合
唱
し

て
気
勢
を
あ
げ
、
御
料
車
の
周
囲
及
び
御

帰
還
の
御
道
筋
が
混
乱
状
態
に
陥
入
っ
た

の
で
、
現
場
警
衛
指
揮
官
は
、
学
校
当
局

に
警
告
し
整
理
に
当
た
ら
せ
た
が
、
学
生

側
は
衆
を
恃
ん
で
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
口
々

に
「
天
皇
に
面
会
さ
せ
ろ
」「
天
皇
の
馬

鹿
野
郎
」「
天
皇
帰
れ
」「
天
皇
制
反
対
」「
大

山
郁
夫
を
迎
え
よ
」「
ポ
リ
公
帰
れ
」
と

怒
号
罵
声
を
浴
せ
、
一
般
学
生
等
奉
迎
者

の
内
に
潜
入
し
て
い
た
左
派
京
大
生
及
び

立
命
館
大
学
、
同
志
社
大
学
、
鴨
沂
高
校

等
の
一
部
左
派
尖
鋭
学
生
等
も
こ
れ
に
呼

応
し
、
約
二
百
名
が
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」「
平
和
を
護
れ
」「
世
界
に
繋
げ
花

の
環
に
」を
合
唱
、或
い
は「
天
皇
制
反
対
」

「
天
皇
行
幸
費
を
育
英
資
金
に
廻
せ
」「
天

皇
陛
下
万
歳
と
、
い
っ
て
死
ん
で
行
っ
た

先
輩
を
忘
れ
る
な
」
等
の
四
、五
本
の
プ

ラ
カ
ー
ド
を
打
振
る
な
ど
現
場
は
喧
騒
を

極
め
、
午
后
一
時
三
十
分
頃
、
学
校
当
局

が
学
長
名
に
よ
り
発
し
た
退
去
命
令
、
及

び
市
警
搬
送
車
に
よ
る
勧
告
を
も
無
視
し

て
学
生
達
は
気
勢
を
あ
げ
、
事
態
は
益
々

混
乱
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
学
校
当
局
は

事
こ
ゝ
に
至
っ
て
は
、
自
ら
の
手
で
事
態

を
拾マ

マ収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
、

折
柄
本
館
表
玄
関
に
お
い
て
警
衛
指
揮
に

当
た
っ
て
い
た
永
田
市
警
本
部
長
に
よ
る

実
力
排
除
を
要
請
し
た
。

　

本
部
長
は
学
校
当
局
の
要
請
も
あ
り
、

且
つ
御
料
車
及
び
陛
下
御
帰
還
の
御
安
全

を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
直
ち
に
附
近
近

衛
中
学
校
に
待
機
中
の
予
備
隊
を
出
動
せ

し
め
、
午
后
一
時
四
十
分
、
越
軌
化
し
た

学
生
群
及
び
一
般
奉
迎
者
を
整
理
し
、
両

側
に
押
し
分
け
て
戦
線
配
置
に
よ
る
強
固

な
警
備
態
制
を
整
え
、
御
料
車
、
及
び
御

帰
還
の
御
道
筋
を
確
保
し
た
。

　

こ
の
警
備
の
お
か
げ
で
、
各
学
部
か
ら
の

「
進
講
」
が
長
引
い
て
「
十
二
分
遅
れ
」
と

な
っ
て
い
た
行
幸
が
、「「
平
和
を
護
れ
」
を

合
唱
す
る
左
派
学
生
達
に
も
、
御
会
釈
を
賜

り
つ
ゝ
、
午
后
二
時
十
三
分
、
御
無
事
に
京

大
正
門
を
御
出
遊
ば
さ
れ
た
」
の
で
す
。
何

も
事
故
の
な
い
こ
れ
だ
け
の
事
件
で
し
た

が
、
同
学
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
八
名
の
中

央
委
員
は
「
無
期
停
学
」
処
分
を
受
け
ま
す
。

新
聞
や
国
会
ま
で
が
、「
共
産
党
の
陰
謀
」

と
騒
ぎ
ま
す
が
、情
報
を
リ
ー
ク
し
た
の
は
、

国
警
や
市
警
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
資
料
に
は
、
市
警
か
ら
の
情
報
と
し

て
「
十
一
月
十
一
日　

午
前
十
一
時
よ
り
午

后
五
時
ま
で
の
間
、
京
都
市
下
京
区
七
条
通

り
大
宮
西
入
る
大
和
企
業
組
合　

田
村
覚
一

弟マ
マ

（
邸
）
に
お
い
て
日
共
府
委　

春
藤
誠

一
、
同
小
山
真
一
、
オ
ル
グ
竹
村
寛
、
京
大

生
三
名
が
鳩
首
協
議
し
て
い
る
こ
と
」
と
い

う
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
何
を
相
談
し

て
い
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
共
産
党
の
直

接
指
導
と
京
大
天
皇
事
件
を
結
び
つ
け
る
の

に
は
、
い
さ
さ
か
弱
い
報
告
書
で
す
が
、
事

前
に
い
く
つ
か
の
事
件
や
運
動
の
あ
っ
た
こ

と
は
わ
か
り
ま
す
。

（
付
記
。
文
中
に
示
し
た
諸
機
関
や
榎
並
公

雄
氏
の
ご
遺
族
、
小
畑
哲
雄
、
安
藤
福
平
、

西
山
伸
氏
な
ど
か
ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
岩
井
忠
熊
先
生
を
は
じ

め
五
〇
名
以
上
の
方
々
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、「
京
大
天

皇
事
件
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。）

８




